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例 口

1。 本書は、平成 2年 6月 23日 から同年 7月 6日 にわたり実施された、松本市岡田松岡に所在する

トウコン原遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2。 本調査は、松本市松岡南土地区画整理組合より委託をうけ、松本市教育委員会が調査を行った

ものである。

3。 現場作業は、今村克と三村竜一が担当した。

4。 本書の執筆は Iを事務局、H-3を今村克、他は三村竜一が行った。

5。 本書作成にあたっての諸作業は滝沢智恵子、今村克、関沢聡、三村竜一、三村孝子が行った。

6。 遺物の写真撮影は宮嶋洋一氏にお願いした。

7.委託契約書、作業日誌等の事業経緯を示す書類は調査結果の記述を重視したため文書として掲

載できなかったが、出土遺物及び図類と共に松本市教育委員会が保管している。
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調査経過

1.調査に至る経過

松本市では、昭和59年 に市街化区域の線引き見直しを行い、その結果846 haの市街化区域の増加

をみた。これに伴い約30%を農地として残す緑農緑住方式 (松本方式)による土地区画整理をヾ市

内40地区、240 haを対象として行 う計画が具体化し、各地区で土地区画整理組合の設立が推進され

た。この事業は順次進行し、平成 2年度 3月 末において組合の設立、事業施工中の個所は20地区、

123 haに及んでいる。

本遺跡については一帯が松岡南土地区画整理事業の範囲に含まれたため、昭和62年度から担当部

局である都市計画課 (現開発課宅地開発係)と 当該文化財の保護協議を進め、施工にあたっては発

掘調査を実施して記録保存を図ることで合意を得た。そのため翌年からは調査の実施が可能になっ

たが、実際の発掘調査は地元での組合設立などの関係で先送 りとなっていた。本年 (平成 2年)に

至ってようやく着工の運びとなったため、松本市松岡南土地区画整理組合と松本市の間で トウコン

原遺跡の発掘調査委託契約を締結し、工事に先立って松本市教育委員会が発掘調査を実施したもの

である。

2.調査体制

調査団長  松村好雄 (松本市教育委員会教育長)

調査担当者 今村克、三村竜一 (社会教育課)

調査員

協力者

事務局

三村肇

石川末四郎、大沢員二、大田千尋、大塚袈裟六、岡部登喜子、兼子利美、北沢清治、

小池直人、小岩井美代子、小林謙次、小林文子、瀬川長広、袖山勝美、瀧沢隆男、

鶴川登、寺島貞友、中島新嗣、中村朝香、中村恵子、中村文一、林昭雄、藤井源吾、

藤井久子、藤井マツエ、藤本嘉平、降旗大太郎、三浦節子、三沢元太郎、横山恒雄、

吉田勝

荒井 寛 (社会教育課長)  田口 勝 (課長補佐)

熊谷康治 (課係長)     大塩晃嗣 (主事)

直井雅尚 (主事)      降旗英明 (主事)

関沢 聡 (主事)      荒井由美
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Ⅱ 調査結果

1。 調査の概要

発掘調査は遺跡の範囲内で松本市松岡南土地区画整理事業用地にかかる田畑を調査地として設定

し、実施した。

a)調 査の方法

●調査地内に トレンチを設定し、重機によって掘 り下げて遺構の分布確認調査を行った。その結

:果、調査地東端に遺構を検出したため、東部に調査区を設定した。

●実質調査面積は トレンチ700m2、 調査区1050m2、 計1750m2で ぁる。

●没1量 については任意に設定した基準点から南北方向に基準線を振 り出し、そこから3m間隔に

直交する線をふり調査区内を 3× 3mの メッシュで覆い、調査地内の求める位置を基準点から

の方向と距離の組み合わせ、NOSOEOWと 数字によって表現できる様にした。方位は磁北を

用いた。標高は 1本の杭を地区内に埋設し基準とした。

b)調 査結果

●検出された遺構 掘立柱建物址 6棟、竪穴状遺構 4基、土坑35基、溝 1基、ビット175基

●遺物 土坑を中心に土器・石器・鉄器が出土している。土器には土師器・須恵器・灰釉陶器、

石器には石鏃・打製石斧がある。鉄器には鉄鏃が出土している。
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第 1図 調査範囲図
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2。 遺構

1)掘立柱建物址 (第 3図 )今回検出した掘立柱建物址は 6棟である。このうち第 203号建物址

(以下○建と略)は総柱式、 10405建 は側柱式である。

l建は調査区南部に位置する。平面正方形を呈し、主軸はN-12°一Eを示す。規模は南北 2× 東

西 1間 (3.8× 3。 8m)、 柱間寸法は桁行88～ 116 cm、 梁行256～ 260 cmで ある。柱穴は円形を呈し直

径は56～ 76 cm、 深さは39～ 65 cmで 、直径30 cm程 の柱痕が確認された。遺物は土師器小片と須恵

器 1点が出土している。 2建 も調査区南部にあり、第 2号竪穴状遺構に隣接する。平面正方形を呈

し、7主軸はN-25°一Eを指す。規模は南北 2× 東西 2間 (3.9× 3。 6m)、 柱間寸法は桁行88～ 156、

梁行96～ 98 cmで ある。柱穴は円形、直径は40γ 68cm、 深さは38～ 59 cmで 柱痕は認められなかっ

た。遺物は須恵器杯 1点であった。 3建、調査区東部に位置する。平面台形を呈し、主軸はN-17°

一Eを示す。規模は4。 0× 4。 Om、 柱間寸法は桁行81～ 172 cm、 梁行98～ 132 cmで ある。柱穴は直径

24～ 96 cm、 深さ16～ 42 cmと ばらつきがある。8ケ の柱穴の内 2ケ には柱痕が確認された。尚周囲

には本址に切られるピットが多数確認された。遺物は全 く出土しなかった。 4建、調査地北部に位

置し、西側には 5建が隣接している。平面は長方形を呈し、N-11°一Wに主軸をとる。規模は南北

2× 東西 2間 (4.8× 3。 6m)、 柱間寸法は桁行128× 208 cm、 梁行120～ 124 cmを測る。柱穴は円形

を呈し、直径30～ 48 cm、 深さ16～ 34 cmで すべてに15～ 20 cmの柱痕が認められた。遺物には須恵

器蓋 1点がある。 5建、長方形のプランで、主軸方向は N-3°一Eを示す。規模は南北 3×東西 2

間 (5。 3× 4。 lm)、 柱間寸法は桁行60～ 180 cm、 梁行140～ 184mを測る。円形の柱穴は直径24～ 32

cm、 深さ10～ 32 cm、 断面V字形で、1ケ のみ柱痕が認められた。須恵器杯 1点のみ出土している。

6建、調査区東部に位置する。平面は長方形で、N-10°一Eに主軸をとる。今回の調査では最小規

模で南北 2× 東西 1間 (1.2× 2。 Om)、 柱間寸法は桁行100～ 124 cm、 梁行140～ 152 cm、 深さは15～ 50

cmを測 り断面V字形を呈していた。遺物は皆無であった。以上各建物址について概略を述べたが、

出土した遺物は非常に少なく、所属時期は推定できない。

2)竪穴状遺構 (第 405図 )竪穴状遺構 (以下○竪と略)は 4基検出したが、調査区南側に集中

する。特徴的な 1竪のみ記述する。 1竪、調査区南西部に位置し、 2竪を切る。平面不整長方形を

呈し、長軸方向はN-13°一Eを示す。規模は南北2。 3× 東西2。 6mを測る。軟弱な黄褐色土の底面に

はピットを18ケ 検出したが、性格は不明である。東壁中央下には焼土が僅かに見られた。遺物は土

師器不・甕、須恵器壷が出土している。本址は遺物よりみて平安時代前半に属する。

3)土坑 (第 607図 )検出した土坑は35基である。竪穴状遺構と同じく南側に集中する。規模は

最小50～ 最大230 cm、 平面形態は楕円形・円形が多い。以下、特徴的な21土坑のみ記述する。21土

坑、規模は210× 150× 20 cmを 測 り、平面形は楕円形を呈す。壁は外傾し、底面は軟弱な黄褐色土で

やや起伏がある。灰褐～黒褐の覆土中には河原石が十数個みられた。出土遺物は土師器・須恵器が

あり、所属時期は平安時代前半に位置づけられる。
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3.遺物

1)土器

今回の調査で出土した土器は土師器、須恵器がほとんどで、器種は土師器不・甕、須恵器杯蓋、

小片ではあるが長頸壷・短頸壷・甕がある。出土量は遺構出土及び検出面あわせて、テンバコ1箱

分と非常に少なく、従って図示できた土器も13点 とわずかであった。

以下図示した土器、図示できなかったが遺構から出土した土器について述べてみたい。

1は黒色土器不AⅡ (註 1)で、日径14。 8cm、 底径7。 9cm、 器高4。 85 cmを 測る。内面はタテ方向

のヘフ磨き、口縁周辺をヨコ方向のヘラ磨き後黒色処理されている。底部は回転糸切 り後手持ちへ

ラ削りがなされている。 2～ 5は須恵器杯Aで、2は 口径14。 3cm、 底径7。 35 cm、 器高4。 Ocm、 外

傾指数e2)88。 3、 3は 口径13。 Ocm、 底径6。 lcm、 器高3。 8cm、 外傾指数92。 8、 4は 口径13.Ocm、

底径5.4cm、 器高3.6cm、 外傾指数92。 6、 5は 口径13。 4cm、 底径5。 4cm、 器高3。 6cm、 外傾指数

100を 測る。底部の調整は、すべて回転糸切 り未調整、ロクロ右回転である。 6、 7は須恵器杯蓋B

で、両者ともつまみ部を欠く。 6は端部が薄く、強く外反している。 8は須恵器不 BV、 9は須恵

器杯 BⅣである。10は土師器甕Bの底部であるが、手持ちヘラケズリ後ヨコ方向のハケロが施され

ている。以上 1～ 10は第21号土坑からの出土土器である。同址からはその他図示できなかったが土

師器杯A片、須恵器長頸壷片が観察された。11は須恵器杯Aで 口径12。 6cm、 底径5。 6cm、 器高3.6

cm、 外傾指数97.2を測る。第17号土坑の出土土器で、その他黒色土器A不、土師器甕 Bの小片も出

土している。12は須恵器杯蓋Bで第 4号掘立柱建物址の柱穴から出土した。13は検出面で得られた

須恵器不BⅣの底部である。

註 1.器種の分類は②長野県埋蔵文化財センター 1990 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書 4』 総論編に従った。

2外 傾指数は (  ÷器→
×ЮOで求めた。これは笹沢浩が叶 ニノ后遺珈 帳 野県教育委員会 Ю%隈 野県中央道埋蔵文化

財包蔵地発掘調査報告書一諏訪市 その4-)で用いた方法に従っている。

2)石器

5点 が検出面で得 られた。図示できたものは 4点で石鏃 1点、打製石斧 4点である。 1はチャー

ト製石鏃で凹基、無茎鏃に分類される。 2は打製石斧で平面形からの分類は不明であるが、刃部は

円刃で使用痕 と思われる綿状痕 と、刃縁に磨耗痕が観察される。 3は同じく打製石斧で平面形は分

銅型、刃部は円刃に分類される。側縁部に着柄痕 と思われるつぶれ、刃縁部にもつぶれが観察でき

る。 4も 打製石斧で平面形は撥型、刃部は直刃に分類される。刃部は磨耗 している。 2～ 4の石材

についてはすべて粘板岩である。

3)鉄器

検出面から鉄鏃が 1点出土 している。残存長 5。 33 cm、 幅2。 72 cmの 平根式鏃である。鏃身部及び

箆被部の一部が残存 している。

-9-



2

て
こ IE=ア

′

3

4

＼

て II=万
75

ー

‐
Ａ
辣
　襄
夢
◇

２

検

一　
　
　
　
検

土l;
6

‐３

検

検

第 8図 土器・石器・鉄器

-10-



4。 まとめ

トウコン原遺跡のある岡田地区には、縄文時代～近世にかけての多くの遺跡が存在することが古

くより知られていた。しかし昭和54年度に中部電力送電線鉄塔建替工事個所の確認調査、同62年杵

坂遺跡の調査のみで、本格的な発掘調査は実施されず、地区の古代は空白になっていた。今回の調

査は松本市岡田松岡南区画整理事業に伴 う事前の緊急調査であるが、岡田地区で発掘調査が始ゅら

れた点で大きな意義を持つものである。

調査は最初に遺跡の範囲内で事業にかかる用地に遺構の分布状況を把握するために2mの巾で

東西方向に トレンチを設定した。その結果用地東端に遺構が検出された為、ここを中心として調査

区を設定した。今回の調査で確認された遺構は、掘立柱建物址 6棟、竪穴状遺構 4基、土坑35基、

ビット175基、溝址 1本である。出土した遺物には縄文土器・土師器・須恵器・石器 0鉄器があるが

量的には非常に少なく、図化し得た個数は19点 に過ぎない。遺構からの出土遺物は平安時代前半に

属すると思われ、推定される各遺構の年代は比較的短かい期間に限られている。遺構外からの出土

遺物には検出面より縄文土器片少量・打製石斧 4点・石鏃 1点が含まれている。他から流れ込んだ

ものではなく、調査地の周囲に生活の場が存在していたのかも知れない。

トウコン原遺跡の範囲は従来松本少年刑務所の北側一帯とされており、今回の調査はその南側半

分にあたる。ところが遺構はその中心部ではなく、国道143号側の東端に検出され、遺跡の中心から

はずれていた。この為遺跡の範囲はかなり東もしくは南へのびていくものと思われる。また刑務所

の更に北側 0東側でも遺物が採集されており、北側・西側にも拡がるかも知れない。周辺の遺跡も

含めて遺跡の位置・範囲については十分な踏査検討が必要であろう。今回の調査地は遺跡の中心か

らはずれていたが、平成 3年度にも本調査地区の北西100mの地点で発掘調査が予定されており、遺

跡の範囲・性格の解明等期待している。岡田地区全体に目を向けてみても宅地開発やほ場整備事業

等が進み、それらに伴 う発掘調査も始められている。今後の発掘調査による資料の蓄積によって空

自であった岡田地区の古代史もしだいに解き明かされていくだろう。

最後になりましたが、発掘調査にあたりましては松本市松岡南土地区画整理組合、松本市都市計

画課、岡田公民館等関係機関の方々、また炎天下発掘調査に参加された作業員の皆様には御協力頂

きまして心より感謝申し上げます。
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